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Sep  感覚と機能  抜粋 

 

◆感覚 ～のような。 感じる。 ～の感覚。 ～い痛み。 ～感。 

 

＜全身＞ 

・下方へと圧迫されるような。 

・衰弱感。 

・空っぽの、空洞の感覚、または充満感。 

・塊か何かが、中で転がっているような。 

・焼けるような痛み。 

＜頭部＞ 

・頭のまわりを何かが転がっている。 

・撃ち抜かれるような、突き刺されるような。 

＜目＞ 

・目が飛び出しそうな。 

＜耳＞ 

・まるで耳に栓がされたような。 

＜鼻＞ 

・腕と脚の引っ張られるような。 

＜顔＞ 

・無感覚。 

＜口＞ 

・やけどしたような。 

・魚のような、チーズのような。 

・塩辛すぎるよう 

＜喉＞ 

・栓をされたような 

・ひりひりする。 

・圧迫感。 

・首周辺の衣服が窮屈に感じられる。 

＜胃＞ 

・なえたような、沈み込むような。 

・灼熱感。 

・むさぼるような。 

・何かがねじれるような、何かが喉にこみあげてくるような。 

＜腹部＞ 

・ひりひりする痛み。 

・落ちるような、重い下方へと圧迫されるような。 
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・直腸にボールが詰まっているような。 

・刺されるような。 

・撃ち抜かれるような。 

・ボールが詰まったような。 

＜泌尿器＞ 

・圧迫感。 

・切られるような。 

＜女性器＞ 

・衰弱感。 

・引っ張られるような 

・下方へと圧迫されるような 

・すべてが飛び出すかのような。 

・つかまれるような。 

・灼熱感、刺されるような 

・刺されるような 

＜呼吸器＞ 

・胸部の空っぽの 

＜心臓・循環器＞ 

・停滞しているかのような 

＜首・背中＞ 

・襟がきつく感じられる。 

・ハンマーで打たれたように。 

・氷のような冷たさ。 

＜四肢＞ 

・短すぎるよう 

・ネズミが走っているかのよう。 

・ひりひりする。 

＜睡眠＞ 

・まるで呼ばれたかのように（頻繁に目が覚める） 

＜熱＞ 

・熱いお湯を注がれたかのような。 

 

◆機能／動詞   ウ行で終わる。 否定形含む。 

 

＜全身＞ 

・衰弱する 

・震える 

・疲れる 
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・失神する 

＜精神＞ 

・奇妙なことを言ったりしたりする。 

・間違える。 

・嘆く。 

・心配し、くよくよ思い悩む。 

・からかって喜ぶ。 

・不運だと思う。 

・はい、いいえとだけ答える。 

・わっとむせび泣く。 

＜頭部＞ 

・中から外に向かう、または上方に向かう 

・症状の出る側が代わる 

・激しい吐き気と嘔吐を伴う。 

・性欲を伴う。 

・びくっと動く。 

・髪が抜ける。 

・痛みで叫ぶ。 

＜目＞ 

・瞼が垂れ下がる。 

・光の筋が見える。 

・目が見えなくなる。 

・視界がぼやける。 

＜鼻＞ 

・咳払いで出さなければならない。 

＜顔＞ 

・変化する。 

・しみがある。 

＜口＞ 

・咳払いで出す。 

・きれいになる。 

＜喉＞ 

・咳払いで出す。 

＜胃＞ 

・吐き気を催す。 

・詰まる 

・持ち上げたことに起因する。 

・飽き飽きする。 
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・粘液を吐き出す。 

＜腹部＞ 

・右側を下にして横たわる。  

・下腹部を抑える、または足を組む。 

・衰弱を伴う。 

・痛みを伴う。 

・粘液がコップ１杯ほども出る。 

＜泌尿器＞ 

・雑音が聞こえる。 

・震える。 

＜女性＞ 

・痛みを伴う。 

・吐き気を催し、イライラする。 

・腰痛と頻尿を伴う。 

・衰弱と発汗を伴う。 

・流産を引き起こす。 

＜呼吸器＞ 

・くさい痰を伴う。 

・咳に伴う。 

・手で圧迫する。 

＜心臓・循環＞ 

・上昇する。 

・目覚める。 

・横たわる。 

＜首・背中＞ 

・ひざまずく 

・押し付ける。 

・子宮疾患に起因する 

・背中に影響を及ぼす。 

＜四肢＞ 

・踵に限局する 

・疲れる。 

・剥がれ落ちる。 

＜皮膚＞ 

・紫色になる。 

＜睡眠＞ 

・寝言を言う。 

・目が覚める。 


